
講義科目名称：

英文科目名称：

授業コード： 12540

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分

担当教員

焼津地域学（2023以降入学者）

－

前期 2年 1 選択

岡澤裕子

添付ファイル

実務経験のある教
員／アクティブ・
ラーニング(必須)

□有
■無

科目に関連した実務経験

経歴と授業内容

■有
□無

アクティブ・ラーニングの導入

□発見学習
■問題解決学習
■体験学習
■調査学習
■グループ・ディスカッション
□ディベート
■グループ・ワーク
□その他

アクティブ・ラーニングの内容

※「その他」の内容

テーマ 地域に対して私達ができることを考え、実践する

授業計画 第1回 オリエンテーション
地域学とは、授業の目標及び進め方

第２回 焼津の歴史（外部講師）
焼津の由来から、いつ頃どのように発展してきたかを学ぶ

第3回 焼津の産業（外部講師）
焼津市の主要産業である水産業の変遷と現状について学ぶ

第4回 焼津の伝統文化（外部講師）
正調焼津節をはじめ漁業とともに紡いできた文化を学ぶ

第5回 多文化共生（外部講師）
焼津市とモンゴルとの関係、モンゴルの文化を学ぶ

第6回 焼津で活躍する人々①（外部講師）
焼津市の地域活性化の現場で活躍する人の話を聞く

第7回 地方の人口減少問題（外部講師）
地方の人口減少問題や地方自治体の取り組みを学ぶ

第8回 焼津の地域資源（外部講師）
焼津市の地域資源(産業・観光・⽂化)について考える

第9回 行政と私たちの生活（外部講師）
焼津市の条例や選挙のしくみについて学ぶ

第10回 焼津で活躍する人々②（外部講師）
焼津市の地域活性化の現場で活躍する人の話を聞く

第11回 ゆたかな地域生活の創造
基礎的な統計データの活用、観察法について確認し、調査をもとにして私たちが地域に対してで
きることについて考える

第12回 グループワーク①
調査学習をとおして焼津のまちと地域課題について考える

第13回 グループワーク②
焼津の地域の課題解決に向けたプロジェクトについてグループディスカッションを行う

第14回 最終報告
グループワークの成果を報告する



第14回 最終報告
グループワークの成果を報告する

第15回 まとめと総括

授業の概要と到達
目標及び卒業認
定・学位授与方針
との関連

【概要】
焼津市の概要と地域活性化の取り組みを知り、地域が抱える生活課題とその解決方法を考察する。
【到達目標】
行政区域としての焼津市をコアとする日常生活圏を対象とし、そこにおける地域活性化を実現するために、生
活課題を発見し、その解決方法を模索し、考察、実践を通じて豊かな地域生活を創造するための知見を獲得す
ることを目標とする。
【卒業認定・学位授与方針との関連】
DP1、DP2、DP3

テキスト なし

参考文献 適宜紹介する

成績評価の基準・
方法及び課題（試
験やレポート）に
対するフィード
バック方法

講義で課す課題（60%）、期末課題(40%)によって評価する。課題に対するフィードバックは、学内制度（成績
評価問い合わせ制度）を通じで行います。

質問・相談の受付
方法

講義の終了後に随時受け付けます。

履修条件 特に設けない。

特別学生の履修可
否

科目等履修生【可】
聴 講 生 【可】
キャリアデザインカレッジ【可】

メッセージ この授業を通じて、複雑な社会課題を有する地方都市の活性化に目を向け、地域を深くリサーチすることや、
地域に積極的に出ていろいろな方々とコミュニケーションするなどの行動力を身に着け、新しい社会づくりの
アイディアを形にしていきましょう。
※外部講師の都合により講義の構成を変更する場合もあります。

準備学習について 授業の内容について興味のある観点から調べ、講義に臨んでください。（１時間）
講義で学んだことについてまとめ、さらに知識を深めたいと思ったことについて調べまとめてください。（１
時間）

科目ナンバリング 【2023入学生】23AS-2L35【2024入学生】24AS-2L35【2025入学生】25AS-2L35


